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フジアザミとトラマルハナバチ

Ohashi & Yahara(1998) 
Amer J Bot 85:219-224



フジアザミの花数とトラマルハナバチ
の株内訪花数の関係

植物個体あたりの頭花数
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Ohashi & Yahara(1998)





Ohashi & Yahara model

立ち去り条件はGt+1<kp

mは短期記憶

の上限値



Ohashi & Yahara モデルの予測
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植物が点々と生えているとき

植物が密生しているとき



マルハナバチの訪花パターン

Ohashi & Yahara (2002) Func Ecol 16: 492-503
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キバナアキギリのおしべ付属体の除去実験



移動コスト（k）

花あたり処理時間＋株間移動時間

花あたり処理時間＋株内移動時間

花あたり処理時間を大きくすれば、
株を早く立ち去るはずである



キバナアキギリへのマルハナバチの訪花行動

株あたりの花数
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Ohashi (2002)
Evolution
56: 2414-2423

付属体を除去してもぐりやすくした花
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